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水
草
か
ら
漁
労
習
俗
ヘ

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
高
等
学
校
教
諭

田

賀

辰

也

ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
を
こ
覧
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
湿
地
で
鮮
や
か

な
黄
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
る

車
丈
１０
ｃｍ
足
ら
す
の
食
虫
植
物
の

仲
間
で
す
。
中
学
生
の
頃
近
く
の

た
め
池
で
そ
の
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
を

見
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
の
ち
に

「水
車
研
究
会
」
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
の

名
称
か
ら
受
け
る
印
象
は
何
や
ら

オ
タ
ク
っ
ぼ
い
の
で
す
が
、　
一
昨

年
の
夏
に
は
第
２‐
回
目
の
全
国
集

会
が
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
、
普
段

は
採
集
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
後
楽

園
内
で
研
究
用
に
新
種
の
ミ
ズ
二

ラ
モ
ド
キ
の
採
集
が
特
別
に
許
可

さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
会
で
す
。

さ
て
、
水
草
研
究
の
フ
ィ
ー
ル

ド
は
淡
水
魚
の
生
息
域
と
重
な
っ

て
い
て
、
や
が
て
私
の
興
味
は
淡

水
魚

へ
と
移

っ
て
行
き
ま
し
た
。

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
河
川

で
自
由
な
採
集
調
査
を
行
う
た
め

に
、
地
元
の
小
田
川
漁
業
協
同
組

合
の
組
合
員
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
私
の
主

な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
矢
掛
町
に

は
４０
種
近
い
淡
水
魚
が
棲
息
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

淡
水
魚
を
捕
ま
え
る
の
は
、
ま

る
で
魚
と
の
知
恵
比
べ
で
す
。
採

集
調
査
を
通
じ
て
私
は
伝
統
的
な

内
水
面
漁
労
習
俗
が
、
魚
の
生
態

と
河
川
の
特
性
を
知
り
抜
い
た
上

に
成
り
立

っ
て
き
た
ま
さ
に
伝
統

文
化
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
現
在
、
福

武
文
化
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け

て
そ
の
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
山
間
に
あ
る
高
梁
市
立

落
合
小
学
校
に
佐
藤
裕
之
先
生
を

訪
ね
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
は
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
渦
用
方
法
を
追

究
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

学
習
素
材
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
取

り
上
げ
、
毎
年
秋
に
開
か
れ
る

「落
合
小
ま
つ
り
」
で
の
発
表
に
向

け
て
、
各
グ
ル
ー
プ
が
サ
ツ
マ
イ

モ
に
つ
い
て
調
べ
た
い
課
題
を
設

定
し
ま
し
た
。
調
べ
学
習
な
ど
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
で
き
る
だ

け
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
生
が

「サ
ツ
マ
イ
モ
通
信
」

と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
電
子
掲
示
板
を
介
し
て
料
理

に
つ
い
て
調
べ
た
グ
ル
ー
プ
は
、

ま
つ
り
当
日
、
訪
れ
た
人
た
ち
に

手
作
り
の
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
得
た
知
識
を

ク
イ
ズ
形
式
に
し
た
グ
ル
ー
プ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
広
め
た
歴
史
上
の

人
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
で

調
べ
、
演
劇
仕
立
て
に
し
、
ビ
デ

オ
に
ま
と
め
た
グ
ル
ー
プ
も
。

実
際
に
店
で
売
ら
れ
て
い
る
サ

ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
取
材
し
た

り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
で
全
国
の
サ

ツ
マ
イ
モ
を
育
て
て
い
る
小
学
校

や
研
究
所
と
交
流
し
た
り
と
、
実

に
い
き
い
き
と
渚
動
し
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
色
や
な
人

と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
子
ど
も
た
ち
。
「イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
情
報
収
集
手
段
の

一
つ

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
着

実
に
位
置
付
き
始
め
た
よ
う
で

す
」
と
佐
藤
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
落
合
小
学
校
の
Ｉ
Ｔ
革
命

は
始
ま
り
ま
し
た
。
　

（樽
井
）

四
月
ま
で
の
主
な
予
定

文
化
講
演
会
　
　
一
一月
二
十
四
国

故
谷
□
澄
夫
理
事
長
合
同
葬

三
月
十
日

文
化
助
成
募
集
　
一二
月
末
日
ま
で

教
育
助
成
募
集
　
四
月
末
日
ま
で

「不
易
」
③
発
行

四
月
上
旬

◆
回
は
、
当
財
団
創
設
以
来
の

理
事
長
で
あ
る
谷
回
澄
夫
先
生
の

訃
報
を
ト
ッ
プ
で
取
り
上
げ
る
と

い
う
悲
し
い
号
に
な
り
ま
し
た
。

福
武
文
化
賞

・
福
武
文
化
奨
励

賞
を
創
設
し
、
昨
秋
第

一
回
の
贈

呈
式
を
行
っ
た
こ
と
も
大
き
な
出

来
事
で
す
。

小
寺
聰
理
事
、
古
林
勇
二
先
生
、

田
賀
辰
也
先
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
味
わ

い
深
い
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、
今
回
は

少
し
足
を
伸
ば
し
て
、
高
梁
市
立

落
合
小
学
校
の
佐
藤
裕
之
先
生
を

訪
ね
ま
し
た
。

福
武
紹

一
郎
新
理
事
長
の
も

と
、
新
体
制
で
財
団
の
事
業
が

一

層
充
実
す
る
よ
う
鈍
意
努
力
し
ま

す
の
で
、
倍
旧
の
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（武
）

鏃
ｒ

アマゾン川で投網を打つ

編

集

後

記

イ

谷
口
澄
夫
前
理
事
長
の

死
去
を
悼
む

福
武
教
育
振
興
財
団
及
び
福
武

文
化
振
興
財
団
の
谷
口
澄
夫
理
事

長
が
、　
一
月
十
五
日
心
不
全
の
た

め
八
十
七
歳
で
永
眠
し
た
。

谷
口
理
事
長
は
、
広
島
文
理
科

大
学
を
卒
業
し
て
以
来
教
育

・
文

化
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
岡
山
大

学
学
長
を
退
い
た
後
、
兵
庫
教
育

大
学
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
、
就

実
女
子
大
学
の
学
長
を
務
め
る
傍

ら
、
昭
和
六
十

一
年
に
は
県
内
の

教
育
振
興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

福
武
教
育
振
興
財
団
の
理
事
長
に

就
任
し
、
平
成
八
年
八
月
に
は
新

た
に
設
け
ら
れ
た
福
武
文
化
振
興

財
団
の
理
事
長
と
し
て
、
県
内
の

教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
努
め
て

き
た
。

現
在
、
両
財
団

の
関
係
者
の
深
い

理
解
と
温
か
い
支

援
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
財
団
の
事

業
が
順
調
に
充
実

発

展

し

て
き
た

が
、
理
事
長
が
更

な
る
夢
を
抱
き
新

し

い
世
紀

の
教

ム甲

文
化
の
在
り
方
を
求
め
て
い

た
矢
先
の
突
然
の
死
去
で
あ
る
。

ｒ
谷
口
理
事
長
の
死
去
に
と
も
な

う
緊
急
理
事
会
で
選
任
さ
れ
た
福

武
紹

一
郎
新
理
事
長
は
、
「谷
口
先

生
の
訃
報
を
聞
い
て
残
念
で
な
ら

な
い
。
先
生
は
岡
山
県
の
教
育
と

文
化
の
振
興
に
大
き
な
夢
を
抱
い

て
当
財
団
の
創
設
と
運
営
に
当
た

っ
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
は

『不
易

流
行
』
の
不
易
（時
代
を
通
じ
て
変

わ
ら
な
い
も
の
）を
大
切
に
す
る

た
め
に
歴
史
の
勉
強
を
す
す
め
ら

れ
た
。
先
生
の
こ
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
遺
徳
を
し
っ
か
り
と
受

け
継
い
で
、
歴
史
を
は
じ
め
と
し

て
地
方
の
教
育

。
文
化
を
継
承

・

発
展
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
し
た

い
。
」
と
語

っ
た
。
両
財
団
の
理

事

・
役
員
等
は
、
関
係
者
の

一
層

の
支
援
を
求
め
な
が
ら
、
初
心
に

か
え
り
設
立
時
に
掲
げ
た
趣
旨

・

目
的
を
念
頭
に
、
県
内
の
教
育

・

文
化
の
振
興
に
尽
く
す
決
意
を
固

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（武
）

第

一
回
福
武
文
化
賞

・

同
文
化
奨
励
賞

贈
塁
式
で
高
木

郁
太
氏
ら
表
彰

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
福
武
文

化
賞
お
よ
び
福
武
文
化
奨
励
賞
を

創
設
し
た
。
岡
山
県
で
文
化
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団

体
を
顕
彰
す
る
福
武
文
化
賞
と
、
文

化
向
上
に
貢
献
が
期
待
で
き
る
個

撤長絆鴇制岳美励賞姦雨
訂

人
ま
た
は
団
体
を
顕
彰
す
る
福
武

文
化
奨
励
賞
で
あ
る
。

第

一
回
の
贈
呈
式
は

十
二
月
二
十

一
日
、
受

賞
者
や
選
定
委
員
な
ど

六
十
五
名
が
出
席
し
て

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

岡
山
で
行
わ
れ
た
。

福
武
紹

一
郎
副
理
事

長
が

「
二
十

一
世
紀
は

文
化
の
時
代

・
地
方
の

時
代
。
地
域
の
風
土
や

歴
史
等
が
醸
し
出
す
個

性
が
地
域
独
特
の
文
化

を
形
成
す
る
と
考
え

文化賞の贈呈を受ける高木郁太氏

喜びの受賞者を囲んで
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る
。
『
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
　
リ
ー
ジ

ョ
ン
ズ

・
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
』

（個

性
豊
か
な
地
域
の
集
合
体
と
し
て

の
日
本
）
を
創
造
す
る
役
割
の

一

端
を
当
財
団
も
担
い
た
い
。
受
賞

者
の
方
マ
に
は
、
地
域
文
化
の
発

展
に

一
層
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

賞
状
、
賞
牌
、
賞
金

（文
化
賞
六

十
万
円
、
奨
励
賞
三
十
万
円
）
が

贈
ら
れ
た
。

福
武
文
化
賞
伝
統
文
化
部
門
で

は
書
家
で
岡
山
国
展
会
会
長
の
高

木
郁
太
（号
嘉
三
鶴
）氏
Ｈ
七
十
七

歳
総
社
市
、同
現
代
文
化
部
門
で

は
芥
川
賞
作
家
の
小
川
洋
子
氏
Ｈ

三
十
八
歳
倉
敷
市
。福
武
文
化
奨

励
賞
伝
統
文
化
部
門
で
は
木
工
去

家
和
田
繁
（号
・海
山
）氏
Ｈ
五
十

一
歳
奥
津
町
、同
現
代
文
化
部
門

で
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
松
本
和
将
氏
Ｈ

二
十

一
歳
倉
敷
市

，ド
イ
ツ
留
学

中
、以
上
四
名
が
受
賞
し
た
。

受
賞
者
は

一
人
ひ
と
り
、「受
賞

を
期
に

一
層
創
作
渚
動
に
励
み
た

い
名
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
る

こ
と
で
受
賞
に
報
い
た
い
」と
受
賞

の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
た
。
　

（武
）

第
十
三
回
教
育

・
文
化
講
演
会

が
十
月
二
十
七
日
、
岡
山
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
前
回
に

続
い
て
就
実
女
子
大
学
客
員
教
授

長
澤
和
俊
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
で
も

一
番
の

難
路
で
あ
る

「大
海
道
」
に
つ
い

て
、
帰
国
直
後
の
生
々
し
い
ス
ラ

イ
ド
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
興
味
深
い
お
話
を
拝
聴
し
た
。

講
演
要
旨

過
去
十
年
余
リ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
調
査
し
て
き
た
が
、
◆
年
は
大

海
道
を
十
月

一
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
探
検
し
た
。

「大
海
道
」
は
敦
燈
と
吐
魯
番
を

直
路
で
結
ぶ
道
。
道
中
に
は
大
砂

漠
が
あ
る
の
で
多
く
は
東
の
始
密

や
西
の
楼
蘭
を
経
由
し
て
い
た
。

な
お
、
吐
魯
番
か
ら
北
は

「他

地
道
」
が
天
山
山
脈
を
越
え
て
ジ

ム
サ
ー
ル
に
至
っ
て
い
る
。

大
海
道
に
は
大
砂
漠
が
あ
り
、

今
回
の
探
検
は
ま
す
吐
魯
番
か
ら

天
山
山
脈
の
峠
へ
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
雪
の
た
め
峠
越
え
は
断
念

し
、
下
山
。
迂
回
し
て
天
山
山
脈

の
北
側
ジ
ム
サ
ー
ル
か
ら
天
山
峠

直
下
の
大
竜
□
効
ま
で
行

っ
た
。

そ
の
後
、
ジ
ム
サ
ー
ル
ヘ
引
き

返
し
、
巴
里
坤
峠
を
越
え
始
密
か

ら
敦
燿

へ
、
玉
門
関
で
は
長
効
線

の
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
の
調
査

で
、
万
里
の
長
効
が
玉
門
関
か
ら

さ
ら
に
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方

へ

延
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

十
三
日
か
ら
、
い
よ
い
よ
大
海
道
の

調
査
で
、　
週
間
寝
袋
生
渚
。大
海
道

は
砂
漠
に

遮
ら
れ
て

い
る
が
短

絡
路
な
の

で
、
後
漢

の
中
期
に

は
軍
事
的

に
大
い
に

渚
用
さ
れ

て
い
た
。

〈
フ
開国
父
口

所
に
立
派

な
道
路
が

出
来
て
い

て
驚
い
た
。
現
在
、
砂
金
、
鉄
鉱
、

花
南
岩
な
ど
の
鉱
物
資
源
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
今
ま
で

交
通
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
砂
漠

も
、　
一
旦
大
型
車
が
入
る
と
砂
漠

が
踏
み
し
め
ら
れ
て
非
常
に
良
い

自
動
車
道
路
に
な
る
。
敦
煙
　
吐

魯
番
間
は
迂
回
す
る
の
で
約
二
十

時
間
掛
か
る
が
、
◆
後
鉱
山
開
発

に
伴
い
八
イ
ウ
エ
ー
が
で
き
る
と

約
十
時
間
で
結
ば
れ
よ
う
。
二
十

一
世
紀
、
中
国
最
大
の
課
題
は
西

北
部
の
大
開
拓
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
大
海
道
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
す
と
考
え
ら
れ

る
。
　
　
　
　

　
　
　
　

（武
）

平
成
十
三
年
度

文
化
関
係
助
成
の
募
集
を
開
始
■
月
じ

対
　
象

岡
山
県
内
の
社
会
人
で

福
武
文
化
振
興
財
団
は
平
成
十
三

年
度
の
文
化
関
係
助
成
の
公
募
を

開
始
し
た
。
募
集
要
頂
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

構
成
す
る
団
体
ま
た
は
個
人
。

同
国
閣
囲

一
件
の
上
限
は
、
各
部

門
と
も
三
十
万
円
。

公
民
館
な
ど
に
配
布

し
て
い
る
所
定
の
申
請
書
に
記
入

し
て
郵
送
。

平
成
十
三
年
三

月
三
十

一
日

（土
）
。

問
い
合
わ
せ
先

福
武
文
化
振
興
財
団
事
務
局
（武
）

目

　

的

［伝
続
文
化
部
門
］
古

応
募
方
法

く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
域
の

伝
統
的
な
文
化
を
継
承
し
た
り
掘

り
起
こ
し
た
り
す
る
渚
動
や
調
査

研
究
を
支
援
す
る
。
［現
代
文
化

部
門
］
現
代
的
な
文
化
の
創
造

・

普
及
な
ど
の
渚
動
及
び
調
査
研
究

を
支
援
す
る
。

の

叫切
り

「新
し
い
ン
ル
ク
ロ
ー
ド
の
探
検
」

～
熱
砂
の
大
海
道
を
行
く
～

第
十
三
厨
教
育
・

安西

始密

敦燿

付図 大海道(新道)探検略図
―――――実際の路査路

北庭散l成

大阿薩故朔

ツムサール

楼調散城

天山
ポグド山

交河故競
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)天山山脈

三叉口

天山峠

「不
易
の
文
化
」

を
見
据
え
て

―
創
立
五
周
年
の
文
化
財
岡
―

山
陽
新
聞
社
論
説
顧
問

二
十

一
世
紀
の
初
頭
に
あ
た
る

今
年
八
月
、
財
団
法
人
福
武
文
化

振
興
財
団
は
創
立
五
周
年
を
迎
え

る
。当

財
団
は
福
武
書
店

（現
ベ
ネ

ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
初
代

社
長
福
武
哲
彦
氏
の
遺
志
を
継
い

で
現
社
長
福
武
紹

一
郎
氏
が
県
下

の
教
育

・
文
化
の
発
展
を
願
っ
て

設
立
し
た
福
武
教
育
振
興
財
団
の

創
立
十
周
年
に
当
た
る
平
成
八
年

に
、
同
氏
が
設
立
さ
れ
た
。
い
ま

で
は
両
財
団
が
車
の
両
輸
の
こ
と

く
、
数
々
の
活
発
な
事
業
展
開
で

県
下
の
教
育

。
文
化
の
振
興
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
は

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

当
財
団
が
平
成
十
二
年
度
に
新

設
し
た
福
武
文
化
賞

。
同
文
化
奨

励
賞
の
贈
呈
式
が
旧
臆
、
盛
大
に

催
さ
れ
、
文
化
賞
は
書
家
の
高
木

聖
鶴
、
作
家
の
小
川
洋
子
、
同
奨

励
賞
は
木
工
芸
家
の
和
田
海
山
、

ビ
ア
ノ
演
奏
家
の
松
本
和
将
の
各

氏
に
贈
ら
れ
た
。
伝
統

・
現
代
文

化
両
部
門
か
ら
幅
広
く
、
重
鎮
か

ら
新
進
気
飢
ま
で
、
第

一
回
受
賞

者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
々
が
栄

誉
に
輝
い
た
。

い
ま
は
亡
き
当
財
団
理
事
長
の

谷
□
澄
夫
先
生
は
つ
ね
に

「い
た

す
ら
に
右
顧
左
悶
す
る
こ
と
な

く
、
財
団
の
依

っ
て
立
つ
べ
き
不

変
の
基
本
理
念
を
し
っ
か
り
と
押

さ
え
、
諸
渚
動
を
展
開
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
さ
れ
て

い
た
。
両
財
団
の
機
関
誌

「不
易
］

は
俳
聖
芭
蕉
の
言
葉

「不
易
流
行
」

か
ら
題
名
が
取
ら
れ
て
い
る
の

も
、
財
団
運
営
に

「不
易
流
行
」

の
理
念
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
援
用
し

て
い
く
こ
と
、
と
く
に
時
代
を
越

え
て
変
わ
ら
ぬ
も
の
、
変
え
て
は

な
ら
な
い
も
の
を
、
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
先
生
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

初
年
度
か
ら
の
文
化
関
係
助
成

は
伝
統
文
化

・
現
代
文
化
両
部
門

で
合
計
三
百
件
に
達
し
た
。
埋
も

れ
た
歴
史
や
文
化
の
掘
り
起
こ

し
、
伝
統
芸
能
の
後
継
者
育
成
な

ど
地
道
で
多
様
な
地
域
の
文
化
渚

動
に
目
配
り
し
た
助
成
を
続
け
、

応
募
も
毎
回
増
え
て
い
る
の
は
喜

ば
し
い
。

地
域
の
評
価
も
高
く
、
財
団
発

足
三
年
目
の
平
成
十
年
九
月
に
は

岡
山
県
三
木
記
念
助
成
金
を
文
化

部
門
で
受
賞
し
た
。
本
年
度
に
は

特
定
文
化
事
業
助
成
と
し
て
閑
谷

学
校
創
学
三
百
三
十
年
記
念
事
業

と
岡
山
シ
ン
フ
ォ
二
十
ホ
ー
ル
十

周
年
記
念
事
業
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
助

成
金
を
贈
り
、
ま
た
◆
後
の
助
成

事
業
の
指
針
に
と
、
こ
れ
ま
で
の

助
成
団
体
や
個
人
を
対
象
に
し
た

「文
化
渚
動
調
査
」
を
実
施
し
た
。

第

一
回
文
化
賞

。
同
奨
励
賞
贈

呈
式
で
福
武
副
理
事
長

（現
理
事

長
）
は

「
二
十

一
世
紀
は
地
方
の

時
代
と
い
う
が
、
と
く
に
文
化
は

地
方
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
育
た

な
い
」
と
文
化
助
成
の
意
義
を
強

調
さ
れ
て
い
る
。
新
世
紀
で
の

一

層
の
渚
躍
を
期
待
し
た
い
。

（福
武
文
化
振
興
財
団
理
事
）

英
語
会
話
の

研
修
に
参
加
し
て

岡
山
県
作
陽
高
等
学
校
講
師

古

林

勇

二

「第

一
回
英
語
教
員
研
修
助
成
」

に
応
募
し
て
、
思
い
が
け
す
研
修
生

に
選
ば
れ
た
。
小
、
中
、
高
校
の
計

二
十
人
の
県
下
の
教
員
だ
っ
た
。
若

い
人
が
多
く
て
、
熟
年
教
員
の
私
は

当
初
心
配
だ
っ
た
が
、
ｚ
①
＜
ｑ

，ｏ
ｏ

ｊ
ご

計ｏ
σ
段
⊃
の
意
気
込
み
で
熱

く
燃
え
た
。

研
修
は
ベ
ル
リ
ッ
ツ
岡
山
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
十
二
日
間
行
わ
れ

た
。　
一
日
八
時
間
の

一
対

一
の
個
人

授
業
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用

の
セ
ル
フ
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
リ
ス
二

ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
語
彙
、
文

法
が
自

然
に
身

に
付
く

同
校
の

オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ

フ
ト
を

活
用
し

た
。
授

業

は

、

語
句
の

説
羽
か
ら
内
容
の
要
約
な
ど
に
加
え

て
、
意
見
を
英
語
で
話
す
の
が
中
心

で
あ
る
。
宿
題
も
多
く
、
刺
激
あ
ふ

れ
る
学
生
気
分
だ
っ
た
。

最
初
は
受
講
生
間
で
た
め
息
ま
じ

」リ
ド
に
っ
た代
か
田
⊃
ｍ
一一∽
ゴ
一
工
〇
つ
ｍ
一⊃

讐
①
３
一と
喝
の
入
れ
ら
れ
ど
お
し
だ

っ
た
。

ベ
ル
リ
ッ
ツ
校
は
、
若
く
熱
心
な

先
生
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
。
日
本
語
の
習

得
に
苦
労
し
た
体
験
を
話
し
て
く
れ

た
。
「現
金
、
元
気
、
玄
関
」
、
「う

ん
こ
、
あ
ん
こ
」
な
ど
の
間
違
い
に

は
吹
き
出
し
た
。
ま
た
、
「何
を
作

っ
て
い
る
の
」
。
「や
き
め
し
」
と
言

う
と
こ
ろ
を

「や
か
ま
し
い
」
と
言

っ
て
相
手
が
目
を
丸
く
し
た
話
な

ど
。
我
々
も
失
敗
を
恐
れ
す
、
多
く

失
敗
を
し
な
が
ら
英
語
を
使
う
こ
と

が
重
要
な
の
だ
。

最
終
日
は
五
分
間
の
英
語
ス
ピ
ー

チ
発
表
会
と
な
っ
た
。
日
こ
ろ
は
教

員
で
も
こ
の
日
ば
か
り
は
皆
必
死
に

練
習
す
る
ま
じ
め
な
生
徒
に
変
身
し

た
。こ

の
体
験
を
学
校
現
場
の
英
語
指

導
に
生
か
す
つ
も
り
だ
。
有
意
義
な

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
財
団
と

ベ
ル
リ
ッ
ツ
校
に
は
感
謝
で

一
杯

だ
。

′
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